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2年次    4学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
演習･レポート問題を取り入れて，過渡現象について基本的な考え方や標準的な手法を学ぶ｡ラプラ
ス変換による解法も講述する｡

2年次    4学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
ダイオードおよびトランジスタの動作とそれらの等価回路モデルを説明した後，アナログ電子回路の
基礎となる，いくつかの基本的な増幅回路について，それらの構成と等価回路モデルを用いた直流
および交流特性解析法を講述する。

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
通信方式における伝送技術について，より深く理解することを目的とし ，信号波の解析に必要なフー
リエ級数展開及びフーリエ変換，アナログ変調技術として振幅変調と周波数変調を講述する。また，
標本化と量子化の原理及びパルス符号変調について講述し，さらに実際の通信システムを構築する
場合に必要となる多重化技術について講述する｡

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
同軸線路のような伝送線路は分布定数回路として考えねばならない。まず，分布定数回路の基礎を
講術する。次に，マクスウェルの方程式から伝送線路の電磁界と分布定数回路の電圧や電流との対
応関係を把握する。それらを踏まえて，各種の伝送線路を含む回路を分布定数回路理論で取り扱う
方法について修得する。

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
変数を複素数まで拡張した微分可能な関数は，数学的に美しい性質をもち，その微分積分は，理工
学の様々な分野に用いられている。講義では，そのような複素関数の性質，積分定理，実関数の定
積分計算への応用など，関数論の基礎を講述する。

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
主として初等量子力学と，物性を学ぶための熱力学・統計力学の基礎を講述する｡高校物理程度の
前期量子論 (物質の粒子性･波動性，原子内の電子の振舞い)を復習し，様々な条件下でのシュレー
ディンガー波動方程式の解法を学ぶ｡さらに，熱力学・統計力学の基本的考え方と，自由エネル
ギー，フェルミ統計・ボーズ統計について概説する｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
パルス･ディジタル回路は最先端の計算機，ネットワーク通信機器から家電製品まで広く応用され，今
日の情報化社会を支える柱となっている｡一見して複雑そうなディジタル機器も，実際には単純な動
作をする構成要素の組み合わせで成り立っている｡本講義は，基礎となる各構成要素の動作と解析
法を取り扱い，応用力を養う｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      1単位
ディジタル信号処理は電気・通信はもとより，成分分析や制御における重要な技術である。まず離散
信号系を定義し，離散信号の表現に習熟する。次に信号解析において広く利用される高速フーリエ
変換の原理を学習する。離散時関係信号処理の基礎技術であるZ変換を学んだ後に，ディジタル信
号処理技術の基礎であるディジタルフィルタの設計法を修得する。

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
電子計測は，電気磁気現象を利用して定量的な情報を得る操作であり，電気電子工学の基礎として
不可欠なものである｡しかし，電磁気学，電気回路学，電子回路などの知識が要求されるため学習に
は努力を必要とする｡本講では測定論の基礎，主要電気計器の原理とその活用法並びにディジタル
計測システムについて講述する｡
[備考]
電気主任技術者の資格認定に必要な科目である｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      1単位
無線通信のシステムを理解するための基礎となる電波について，電磁気の延長としての電波とその
振舞い，アンテナの考え方，大気中での電波伝搬特性などについて講述する。

3年次   休業期間中　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）    選択     2単位
10日以上企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれまで学んだ専門知
織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを認識する。実際の
業務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

3年次   休業期間中　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）    選択     1単位
5～9日間企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれまで学んだ専門知
織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを認識する。実際の
業務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

2年次     　1学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
グラフとは集合の要素の間のある種の結び付きの状態を抽象化した概念であり，それについて研究
するグラフ理論は，今日では計算機科学を含む広い分野の基礎理論として極めて重要になってい
る。授業は，諸定義の後，パスとサイクル，木の性質，グラフの平面性，彩色等，理論上および応用上
重要と考えられる話題について講義する。

2年次     　1学期　　　情報工学コース科目      必修      1単位
本講義ではC言語そのものについて一通りの文法知識を持つ者を対象に，実用的なプログラムの作
成を通して，実践的なプログラミングの演習を行う。その際，ポインタや構造体といった，C言語におけ
るデータ構造やファイル操作に関する項目，およびプログラム全体の組み立て方に重点を置く。

2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      1単位
本講義ではC言語そのものについて一通りの文法知識を持つ者を対象に，実用的なプログラムの作
成を通して，実践的なプログラミングの演習を行う。その際，一般的によく利用されるアルゴリズムや
データ構造を使ったプログラミングの修得に重点を置く。

2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
コンピュータシステムのハードウェア構成技術の概要を述べ，その基本要素であるディジタル回路の
構成技術について詳述する。特に，CMOS技術を中心に各種論理ゲートの構造と動作原理，特性に
ついて説明し ，さらに記憶素子の基本構造と特性について説明する。

2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
計算機による数値計算のためのプログラミング技法とその数学的基礎について講述する。特に，計算
と誤差(数値の表現，丸め誤差，桁落ち)，関数の近似(ラグランジュ補間)，数値積分(台形公式，シン
プソン公式，ニュートン・コーツの公式，ガウスの積分公式)，非線形方程式(2分法，はさみうち法，
ニュートン法)，連立1次方程式(クラメルの公式，ガウス消去法，LU分解，反復法)について説明する。

2年次     　3学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
オペレーティングシステム(OS)は，計算機を動作させる基盤ソフトウェアである。OSは，ハードウェアを
制御し，効率的な利用を可能にしている。また，上位ソフトウェア(応用プログラム)の効率的な動作を
支援する機能を実現する。本講義では，OSの機能や構造およびその背景にある基本的な概念を講
述する。主な内容として，ハードウェアとソフトウェアの構成，開始・終了と障害対処，例外と割り込み，
プログラム管理，プロセス管理，メモリ管理，プロセス間通信，入出力制御，ファイル管理を講義する。

2年次     　3学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
コンピュータアーキテクチャの基本概念とそれを具現化するハードウェア技術について講述する。先
ず，コンピュータの概要と歴史，性能評価手法について解説し，さらに，アーキテクチャの基本であ
る，機械語による命令表現とその動作，算術論理演算の方式について詳述するとともに，プロセッサ
の単純な実現方式ついて講義する。
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2年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
コンピュータの高性能化を実現するための各種の構成方式について述べる。特に，プロセッサのパイ
プライン等の高度な制御方式による性能向上技術，キャッシュや仮想記憶などの記憶階層を利用し
た性能向上技術について述べるほか，マルチコア，マルチプロセッサによる並列処理技術について
詳述する。また，各種の論理LSIとその設計技術の概要について説明する。

2年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
本講義では，画像処理の基礎技術について講義する。まず，画像の撮影原理と画像処理技術の概
要に述べ，2次元画像処理の基礎的技術であるフィルタリング，アフィン変換，領域抽出，画像符号
化，周波数解析，動物体追跡について講述する。次に，画像を使って，3次元世界をコンピュータに
取り込む3次元画像処理について講義する。まず，代表的な受動的3次元画像計測法であるステレオ
視について講義する。また，能動的3次元画像計測法や，得られた3次元計測データを使った様々な
応用技術について講述する。

2年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
本講義では，ディジタル回路を設計するために必要な基礎理論を体系的に学ぶ。具体的には，論理
式とブール代数，論理関数，標準形，完全系，論理圧縮である。また，多くの演習を通じて応用力の
養成を目指す。

3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
Java言語などにより，オブジェクト指向のプログラミングを学習する。オブジェクトの作成とメソッド呼び
出し，処理の流れ，配列などに関して，概念や技術的な方法を紹介する。

3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
データベースの必要性を説明し，その概念モデルとしてE-Rモデルを説明する。また，論理モデルと
してリレーショナルデータモデルとその設計方法を説明し，データベース言語であるSQLについて説
明する。
3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
本講義では，安全な情報システムを構築するために必要なセキュリティについて講述する。具体的に
は，セキュリティの基礎概念を説明し，情報や情報システムを保護するために，必要となる技術やポリ
シについても説明する。また，セキュリティ上の脅威や攻撃について説明し，防御方法についても説
明する。
3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
線形代数は，パターン認識，大規模データ解析，機械学習をはじめとする情報工学のさまざまな分
野の基礎となっている。本講義では，これらの分野への応用を意識した線形代数の講義を行う。専門
基礎科目「線形代数」の内容を基に，行列に関する各種演算やベクトル空間におけるさまざまな概念
について解説するとともに，それらの工学的応用を述べる。

3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
本講義では，(形式)言語の定義を述べ，有限オートマトン，文脈自由言語，プッシュダウンオートマト
ン等の基本的な性質について講述する。オートマトンとは計算する機械のモデルであり，形式言語と
は記号の集合(アルファベット)上の記号列の集合である。この2つの概念はともに相補い，計算の理
論の豊かさを支える２大支柱である。

3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
人間の話す言語をコンピュータ上で処理する自然言語処理の基礎技術ならびに，応用処理を取り上
げる。まず基礎技術として，チョムスキー階層，構文解析による文の構造化，時系列を学習する隠れ
マルコフモデル(HMM)，分散表現ベクトルについて述べる。これらの手法をもとに，文書を解析する
手法について述べる。

3年次     　休業期間中　　　情報工学コース科目      選択      2単位
大学の講義は基礎的な専門知識を学ぶ上で必須であることは言うまでもないが，企業で一定期間
（10日以上）就業体験を積むことも，将来技術者として実社会で活躍するためには有用である。この
授業では，就業体験を通じて実際のものづくりや企業の研究開発の一端を垣間見ることで，学内の
講義では得難い知識や技術者としての心構えなどを学ぶ。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

3年次     　休業期間中　　　情報工学コース科目      選択      1単位
大学の講義は基礎的な専門知識を学ぶ上で必須であることは言うまでもないが，企業で一定期間
（5～9日間）就業体験を積むことも，将来技術者として実社会で活躍するためには有用である。この
授業では，就業体験を通じて実際のものづくりや企業の研究開発の一端を垣間見ることで，学内の
講義では得難い知識や技術者としての心構えなどを学ぶ。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

3年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
問題をコンピュータで処理する場合，問題の定式化，アルゴリズムの設計，コーディング，デバッグと
いう手順を踏む。本授業科目の主な目的は，アルゴリズムの設計と解析に関する基礎的事項を，具
体例に基づきながら分かりやすく教授することである。 その上、アルゴリズムの設計が計算資源に与
える影響を解析するために必要な基礎的な知識と技法を身に付けることである。これらは，情報関連
分野を志望する学生にとって，当該分野の諸問題への対処能力の向上に資するものである。

3年次     　3学期　　　情報工学コース科目      選択      2単位
計算機による音声や画像などの処理は，全てディジタル信号処理である。この講義では，フーリエ解
析の基礎を修得していることを前提に，離散時間信号と離散時間システムの解析について学ぶ。線
形時不変システム，標本化定理，z変換，ディジタルフィルタなどが主な項目である。

3年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
ソフトウェア開発は個人で実施するのではなく，複数のプロフェッショナルが協調し，プロジェクトとして
組織的に実施することを説明するとともに，ソフトウェアライフサイクルの主要工程，ソフトウェアプロセ
ス，プロジェクト管理とその要素技術，品質保証，ソフトウェア開発の法的側面等を説明する。

3年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
映像メディア処理に関する基礎的技術と応用について講義する。まず，最近の映像メディア処理技
術について概観し，画像特徴量やそれを使った3次元画像計測，画像修復などの各技術について講
述する。また，近年様々な分野で大きな成果を挙げている深層学習とその応用について解説する。

3年次     　4学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
情報化の技術背景と共にコミュニケーション力を取り上げ，これらに関わる職業観を示す。さらに職業
倫理面における重要な考え方をまとめる。

4年次     　2学期　　　情報工学コース科目      選択      1単位
「情報化における職業1」に引き続き，情報化の技術背景と共にコミュニケーション力を取り上げ，これ
らに関わる職業観を示す。また，ICTの社会展開について概観する。

2年次     　3・4学期　　　ネットワーク工学コース科目      必修      2単位
情報通信に関する基礎科目を学習する上で助けとなる高校物理における電磁気学，回路理論に関
する基本的な法則・現象の定性的な理解を深めるとともに，安全に対する心構えを学ぶ。

2年次     　4学期　　　ネットワーク工学コース科目      必修      2単位
コンピュータネットワークおよび階層型通信プロトコルの基本的な概念について講述したのち，イン
ターネットの基礎的な技術として，誤り制御，イーサネット，IP (Internet Protocol), TCP (Transmission
Control Protocol), UDP (User Datagram Protocol),DNS（Domain Name System），WWW（World
Wide Web）等の概要を講述する。

インターンシップ（情報）
（短期）

コンピュータアーキテク
チャⅡ

画像処理

論理設計

オブジェクト指向言語

データベース

情報セキュリティ

応用線形代数

オートマトンと言語理論

言語解析論

インターンシップ（情報）
（長期）

アルゴリズムと計算量

ディジタル信号処理（情
報）

ソフトウェア工学

映像メディア処理

情報化における職業１

情報化における職業２

ネットワーク工学実験Ａ

コンピュータネットワークＡ











授業科目・授業要旨
科目名 授 業 要 旨 等

3年次     　休業期間中　　　数理データサイエンスコース科目      選択      2単位
10日以上企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれまで学んだ専門知
織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを認識する。実際の業
務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

3年次     　休業期間中　　　数理データサイエンスコース科目      選択      1単位
１週間程度の期間を目安に企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれ
まで学んだ専門知織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを
認識する。実際の業務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参
考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

インターンシップ（長期）

インターンシップ（短期）
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3年次     　2学期　　　系科目      選択      1単位
科学技術者には国際的に通用するコミュニケーション能力が求められている。そこで，専門分野に関連した内容
の基礎的な英文を題材に選び，専門用語を含む単語力の増強，英文の正確な読解，リスニング力，外国人との
コミュニケーション能力などの向上をめざす。

3年次     　3学期　　　系科目      必修      1単位
わかりやすくしかも説得力のある文章を書き，また発表することは，理科系・文化系を問わず将来必要となるスキ
ルである。本講義では，それぞれの分野でよく使われる文章を題材に選び，より良い文章や図表の書き方，実
験ノートやレポート・論文の書き方，口頭発表などプレゼンテーションの方法に関する基本技術を学ぶ。

3年次     　2学期　　　系科目      選択      2単位
学外から講師を招き，企業で開発あるいは社会で実用化されている医薬品や材料について，基礎理論から応
用事例までを幅広く学ぶ。通常の大学の教員による講義では聴くことのできない社会のニーズや，企業におけ
る最近の開発動向，研究開発現場でのトピックス，技術者・研究者としての体験等について講義を受ける。

3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      2単位
短期間（10日以上），協力企業や共同研究機関に出向き，物づくりを始めとする実社会での企業活動の一部等
を実際に経験・体験することによって，これから技術者を目指すものとしての心構えを体得する。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件単位とす
る。

3年次     　休業期間中　　　系科目      選択      1単位
短期間（5～9日間），協力企業や共同研究機関に出向き，物づくりを始めとする実社会での企業活動の一部等
を実際に経験・体験することによって，これから技術者を目指すものとしての心構えを体得する。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件単位とす
る。

1・2年次     　3・4学期　　　系科目      選択      2単位
「社会人基礎力」のうち「チームで働く力」を身につけるための産学連携かつ学部横断型の課題解決型学習（Ｐ
ＢＬ）の手法による授業である。チーム活動を円滑に進めるための技法，協働して独創的な発想を生み出す技
法などについて，基礎スキル学習とミニ演習を通じて修得する。さらに，経済学部と工学部の学生が混合した
チームで課題に取り組み，岡山県内の企業経営者への発表等を通じて，社会人に求められるコミュニケーション
のベースラインを体感する。

4年次     　通年　　　系科目      必修      4単位
専門分野に関する知識の定着と深化を目的として，配属された各研究室において，主として英文で記述される
専門書籍および論文の講読をおこなう。また，学術情報の効率的な収集方法，報告書，論文の作成方法および
学会発表の方法などについて指導する。

4年次     　通年　　　系科目      必修      10単位
配属された各研究室において，3年生までの講義や実験等で学んだ基礎的事項をもとに，化学生命系分野の
最先端研究に取り組む。研究のための資料収集，研究計画，基本的および応用的な実験技術，実験結果に対
する考察，成果のプレゼンテーションなど，自立した研究者，技術者となるための基本を総合的に学ぶ。研究
者，技術者としての第一歩を踏み出すための重要な研究であるため，大きな志をもって取り組んでほしい。

2年次     　4学期　　　コース共通      選択      2単位
分子の対称性とその数学的取り扱いについて学ぶ。また，金属イオンをいくつかの配位子が取り囲んでいる金
属錯体は，無機化学，特にdブロック元素において重要な役割を演じている。錯体の構造を正しく理解させるた
め，まず，配位子がとる空間配列や，それにより生じる異性体について紹介する。

[備考]
応用化学コースでは必修科目とする。

2年次     　3学期　　　コース共通      選択      2単位
水溶液での様々な現象にかかわるイオンの振る舞いについて学び，イオンを含む溶液の熱力学的扱いに深く
かかわる電気化学電池について理解を深める。また，化学反応速度論や拡散について理解を深める。

[備考]
応用化学コースでは必修科目とする。

2年次     　3学期　　　コース共通      選択      2単位
本講義では，アルケン，アルキン，アルコール，エーテル，カルボニル化合物の性質，合成法，反応機構に関す
る基礎的な事項を講述するとともに，酸化・還元反応についても学ぶ。なお，この講義は有機化学１，２の知識を
前提に授業を進める。

[備考]
応用化学コースでは必修科目とする。

2年次     　4学期　　　コース共通      選択      2単位
代謝を分子レベルでの理解することを目的とする。糖の代謝経路，生体エネルギー（ATP）の生成機構，脂質，
アミノ酸および核酸の生合成経路や分解経路について，各代謝経路における生体分子の化学構造の変換，お
よびその変換過程を触媒する酵素の機能と調節について講義する。

[備考]
生命工学コースでは必修科目とする。

3年次     　1学期　　　コース共通      選択      2単位
遺伝子組み換え操作の原理と応用，タンパク質の基本的な性質および精製法，さらに酵素の基本的性質や酵
素反応速度論について講述する。

[備考]
生命工学コースでは必修科目とする。

3年次     　2学期　　　コース共通      選択      2単位
無機化合物の構造，組成，電子構造を知るために広く使われている各種の分光分析法に代表される物理的測
定法について，その原理と実際を学ぶ。また，d金属化合物が持つ多彩な特性を理解するため，まずd金属化合
物中の中心金属イオンの配位構造と電子状態が密接に関連していることを学び，それらがd金属化合物の光学
的，磁気的性質と相関していることを理解する。

3年次     　3学期　　　コース共通      選択      2単位
結晶の性質は原子の配列により支配される。その構造決定の手段としてＸ線回折，電子線回折，中性子回折法
が用いられている。本講義では，結晶構造解析への理解が深まることを目標として，さまざまな固体（金属，イオ
ン性結晶，分子性結晶）の構造について，構造の分類や記述法についての基礎概念を学ぶとともに，結晶の対
称性の取り扱いの基礎と結晶構造解析の原理について学ぶ。

3年次     　4学期　　　コース共通      選択      1単位
固体状態のひとつである「非晶質」の状態にある無機材料について，その構造と物性を作製法と関連させながら
講義する。非晶質材料は，その構造に起因した特異な性質を示し，具体的な事例を数多くあげながら，熱，光
および機械的性質に見られるその特徴について理解を深める。また，非晶質材料の工学的，工業的利用につ
いても触れる。

3年次     　1学期　　　コース共通      選択      2単位
反応物がどのように生成物に変換されるかという疑問に対する答えを導き出すうえで，最も有力な手段の一つ
が，反応の速度論的解析である。この授業では，反応速度式を基本とした解析を学ぶ。
また，巨大分子（すなわち分子としては巨大で，粒子としては小さいもの）の取り扱いについて学ぶ。コロイド，ミ
セルや，生体分子の巨大複合体などは，この範囲に属する。

化学・生命系英語２

機能分子化学

技術表現法

実践コミュニケーション論

インターンシップ（長期）

インターンシップ（短期）

特別研究

特別演習

物理化学３

無機化学３

生化学３

有機化学３

無機化学４

生化学４

無機化学５

物理化学４

無機工業化学






















